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　　　　　    100社を超える優良企業を擁するアイシングループ！
　 各事業分野における新技術動向、技術開発部門から、その２１世紀戦略を解明！

 http://www.eIRC.co. jp でも調査資料の詳細がご覧いただけます。　　　

アイシングループの実態調査
　　　　　　　　  2003年版－機能部品Ｒ＆Ｄ－

　アイシン精機は、トヨタグループの中核企業としてトヨタ自動車を支える傍ら、自主開発路線を強めていき、変速機、鋳造品、化成
品などの事業を分社化し、アイシン高丘、アイシン化工、アイシン・エィ・ダブリュ、アイシン軽金属、アイシン・エーアイをはじめ
とする優良グループ企業を100社以上抱える一大グループを形成してきた。これに伴い、同社の事業内容も機械部品からメカトロニク
ス製品へと進展し、最近では「安全」「環境」「エネルギー」をキーワードにエレクトロニクス製品の開発・製品化に力を入れ、電子系
から走行・駆動系、機関系、車体系に至るまで数多くの自動車部品を手掛け、さらにハイブリッドシステムや燃料電池車といった次世
代パワートレインへの対応をはじめ、ＩＴＳ、高出力電気制御、ナノテクノロジーといった最新技術の研究開発にも取り組んでいる。
　また、この他にも自動車部品事業で蓄積した技術とノウハウを活かし、ベッド・寝装品やガスヒートポンプエアコンなどの住生活関
連製品、クライオポンプやベルチェモジュールといったエネルギー関連製品のほか、福祉関連製品、新規事業関連製品を次々と開発・製
品化、グローバルな供給体制を整え国内外で取引先を拡大し企業体質を強化してきた結果、今や同じトヨタグループのデンソーに次ぐ
国内第2位の部品メーカーに成長しており、2002年3月期連結の売上高は1兆2,219億円、経常利益に至っては603億円と過去最高を記
録している。
　本調査資料は、アイシン精機の事業概要、国内生産・販売戦略、購買体制および購買活動の基本方針、海外事業戦略をみていくほか、
各事業分野における新技術動向、技術開発部門の担当分野を明らかにします。また、グループ企業や中部アイシン協力会加盟企業をは
じめとする協力部品メーカーの会社概要、アイシングループとの取引状況、資本人事交流などを調査・報告します。
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第Ⅳ－３表　アイシン精機の主要部品・部材調達状況(3)
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第Ⅰ部では、沿革、事業内容、組織、グループ企業、提携状況といったアイシングループの事業概要をみていくほか、同グルー
プが手掛ける商品構成を自動車部品、住生活関連、エネルギー関連、福祉関連、新規事業関連の各分野に分けみていきます。
第Ⅱ部では、アイシングループの国内生産・販売戦略、設備投資戦略、購買戦略、国際戦略といった各事業戦略を詳報します。
また、アイシン精機の職制と人事はもとより、グループ企業との資本・人事交流についても報告します。
第Ⅲ部では、アイシングループにおける機関系、走行・駆動系、車体系、情報系など自動車部品の開発状況をはじめ、住生活
関連製品、エネルギー関連製品、福祉関連製品、新規事業関連製品の研究開発動向など最新の研究開発状況を明らかにします。
第Ⅳ部では、アイシン精機における技術開発部門の担当分野を最新人事を交え、調査・詳報します。
第Ⅴ部では、グループ企業とアイシン協力会(切削会員、プレス会員、特殊加工会員)加盟企業をはじめ、その他協力企業の会社
概要や取引状況などを調査・整理します。
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　第Ⅰ章　アイシングループの概要
　　Ⅰ－１　沿革
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　　Ⅰ－３　組織
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　第Ⅳ章　福祉関連製品の研究開発動向
　第Ⅴ章　新規事業関連製品の研究開発動向　　

第Ⅳ部　技術開発部門
　第Ⅰ章　技術企画室
　第Ⅱ章　技術管理部
　第Ⅲ章　知的財産部
　第Ⅳ章　デザイン部
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　第ⅩⅥ章　機関系技術部
　第ⅩⅦ章　車体系技術部
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